
（
法
第
六
十
六
条
の
九
の
必
要
な
措
置
の
実
施
）

（
法
第
六
十
六
条
の
九
に
規
定
す
る
必
要
な
措
置
の
実
施
）

第
五
十
二
条
の
八

法
第
六
十
六
条
の
九
の
必
要
な
措
置
は
、
法
第
六
十
六
条
の
八
の
面
接
指
導
の
実
施
又
は
法

第
六
十
六
条
の
八
の
面
接
指
導
に
準
ず
る
措
置
と
す
る
。

第
五
十
二
条
の
八

法
第
六
十
六
条
の
九
の
必
要
な
措
置
は
、
面
接
指
導
の
実
施
又
は
面
接
指
導
に
準
ず
る
措
置

と
す
る
。

２

労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
労
働
す
る
労

働
者
以
外
の
労
働
者
に
対
し
て
行
う
法
第
六
十
六
条
の
九
の
必
要
な
措
置
は
、
事
業
場
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た

当
該
必
要
な
措
置
の
実
施
に
関
す
る
基
準
に
該
当
す
る
者
に
対
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２

法
第
六
十
六
条
の
九
の
必
要
な
措
置
は
、
次
に
掲
げ
る
者
に
対
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一

長
時
間
の
労
働
に
よ
り
、
疲
労
の
蓄
積
が
認
め
ら
れ
、
又
は
健
康
上
の
不
安
を
有
し
て
い
る
労
働
者

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
事
業
場
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
法
第
六
十
六
条
の
九
の
必
要
な
措
置
の
実

施
に
関
す
る
基
準
に
該
当
す
る
労
働
者

（
削
る
）

３

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
労
働
者
に
対
し
て
行
う
法
第
六
十
六
条
の
九
の
必
要
な
措
置
は
、
当
該
労
働
者
の
申

出
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
健
康
管
理
手
帳
の
交
付
）

（
健
康
管
理
手
帳
の
交
付
）

第
五
十
三
条

法
第
六
十
七
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
者
は
、
労
働
基
準
法
の
施

行
の
日
以
降
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
業
務
に
従
事
し
、
そ
の
従
事
し
た
業
務
に
応
じ
て
、
離
職

の
際
に
又
は
離
職
の
後
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
者
そ
の
他
厚
生
労
働
大
臣

が
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。

第
五
十
三
条

法
第
六
十
七
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
者
は
、
労
働
基
準
法
（
昭

和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
の
施
行
の
日
以
降
に
お
い
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
業
務
に
従
事
し
、

そ
の
従
事
し
た
業
務
に
応
じ
て
、
離
職
の
際
に
又
は
離
職
の
後
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
要
件

に
該
当
す
る
者
そ
の
他
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。

（
表
略
）

（
表
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
特
別
安
全
衛
生
改
善
計
画
の
作
成
の
指
示
等
）

（
特
別
安
全
衛
生
改
善
計
画
の
作
成
の
指
示
等
）

第
八
十
四
条

（
略
）

第
八
十
四
条

（
略
）

２

法
第
七
十
八
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
と

す
る
。

２

法
第
七
十
八
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
と

す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

前
号
の
事
業
者
が
発
生
さ
せ
た
重
大
な
労
働
災
害
及
び
当
該
重
大
な
労
働
災
害
と
再
発
を
防
止
す
る
た
め

の
措
置
が
同
様
で
あ
る
重
大
な
労
働
災
害
が
、
い
ず
れ
も
当
該
事
業
者
が
法
、
じ
ん
肺
法
若
し
く
は
作
業
環

境
測
定
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
二
十
八
号
）
若
し
く
は
こ
れ
ら
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
又
は
労
働
基
準
法

第
三
十
六
条
第
六
項
第
一
号
、
第
六
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
六
十
三
条
、
第
六
十
四
条
の
二

若
し
く
は
第
六
十
四
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に

違
反
し
て
発
生
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
場
合

二

前
号
の
事
業
者
が
発
生
さ
せ
た
重
大
な
労
働
災
害
及
び
当
該
重
大
な
労
働
災
害
と
再
発
を
防
止
す
る
た
め

の
措
置
が
同
様
で
あ
る
重
大
な
労
働
災
害
が
、
い
ず
れ
も
当
該
事
業
者
が
法
、
じ
ん
肺
法
若
し
く
は
作
業
環

境
測
定
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
二
十
八
号
）
若
し
く
は
こ
れ
ら
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
又
は
労
働
基
準
法

第
三
十
六
条
第
一
項
た
だ
し
書
、
第
六
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
六
十
三
条
、
第
六
十
四
条
の

二
若
し
く
は
第
六
十
四
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
基
づ
く
命
令
の
規
定

に
違
反
し
て
発
生
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
場
合

３
〜
５

（
略
）

３
〜
５

（
略
）

（
法
令
等
の
周
知
の
方
法
等
）

（
法
令
等
の
周
知
の
方
法
）

第
九
十
八
条
の
二

法
第
百
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
（
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項

に
お
い
て
同
じ
。）の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
第
二
十
三
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
方
法
と
す
る
。

第
九
十
八
条
の
二

法
第
百
一
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
第
二
十
三
条
第
三
項
各
号
に
掲

げ
る
方
法
と
す
る
。

２

法
第
百
一
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
新
設
）

一

事
業
場
に
お
け
る
産
業
医
（
法
第
百
一
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
法
第
十
三
条

の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
者
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
業
務
の
具
体
的
な
内
容

二

産
業
医
に
対
す
る
健
康
相
談
の
申
出
の
方
法

三

産
業
医
に
よ
る
労
働
者
の
心
身
の
状
態
に
関
す
る
情
報
の
取
扱
い
の
方
法

３

法
第
百
一
条
第
四
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
と
す
る
。

２

法
第
百
一
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
と
す
る
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

（
指
針
の
公
表
）

第
九
十
八
条
の
三

第
二
十
四
条
の
規
定
は
、
法
第
百
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
指
針
の
公
表
に
つ
い
て
準
用

す
る
。

（
新
設
）

第
九
十
八
条
の
四

（
略
）

第
九
十
八
条
の
三

（
略
）
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